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（審議経過） 

○伊東政策経営課長 

 皆さん、こんにちは。定刻より少し前でござい

ますが、ただいまより令和３年度足立区総合教育

会議を開催させていただきます。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます、

政策経営課長の伊東でございます。よろしくお願

いいたします。 

 なお、この総合教育会議でございますが、公開

を原則としてございます。会議の記録につきまし

ては、後刻、ホームページで公開させていただき

ますので、ご了解願います。 

 また、適宜公開用の写真撮影が入りますので、

その点もご了承ください。よろしくお願いします。 

 また、会議中、会議録作成のために皆様の発言

を録音させていただきます。発言の際は、お手数

ではございますが、お手元のマイクのボタンを押

していただき、終わりましたら再度ボタンを押し

ていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 議事に入ります前に、教育委員の皆様をご紹介

させていただきます。 

 河本孝美様でございます。 

 

○河本教育委員 

 よろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 近藤俊明様。 

 

○近藤教育委員 

 どうぞよろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 小関朝之様。 

 

○小関教育委員 

 よろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 早川貴美子様。 

 

○早川教育委員 

 よろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 よろしくお願いいたします。 

 また、本日は、本日の議題に沿った現場の様子

をご説明いただくために、実際に子どもたちの指

導に当たっている方にもご出席いただいており

ますので、ご紹介いたします。 

 鹿浜第一小学校の中郡校長です。 

 

○中郡鹿浜第一小学校校長 

 こんにちは。よろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 あすテップの佐々木支援員です。 

 

○佐々木あすテップ支援員 

 よろしくお願いします。 

 

○伊東政策経営課長 

 次に、お手元に配付いたしております資料の確

認をさせていただきます。 

 まず、本日の次第、出席者名簿、席次表になり

ます。お手元にございますでしょうか。 

 本日の議題に関係する所管の職員も同席させ

ていただいておりますので、出席者につきまして

は、出席者名簿にてご確認いただきますようお願

いいたします。 

 次に、説明資料でございます。説明資料１～３

がございます。説明資料１が「ＩＣＴを活用した

特別支援教育の取り組み」、説明資料２が「ＩＣ

Ｔを活用した不登校支援」、説明資料３が「夏季

休業期間中における持ち帰り用端末活用の成果

と課題等」でございます。お手元にございますで
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しょうか。 

 なお、こちらの資料につきましては、説明の際

にお席の前のモニターにも投影いたしますので、

そちらもご覧いただきますようお願いいたしま

す。 

 それでは、これより議事に入ります。議事の進

行は近藤区長にお願いいたします。 

 

○近藤区長 

 それでは、進行させていただきます。 

 今回のテーマは、「ＩＣＴを活用した学校教育、

不登校支援、特別支援教育について」とさせてい

ただきました。 

 ご承知のとおり、コロナ禍で学校現場は大きな

影響を受けたわけでございますが、その中で、遅

れたとはいいながら、全児童・生徒にタブレット

を１人１台の配備が整って、いよいよこれから、

どのように活用していくかという重要な局面に

入っていくわけでございますので、現在の足立区

の状況、現状を皆様方にもつぶさにご理解いただ

きまして、ご要望ですとかご意見を賜れればと考

えております。 

 １人１台と申し上げましたけれども、例えば教

科の先生方に１台ですとか、先生方にはまだ行き

届いていない状況、そしてまた Chromebook と

Windows が混在して、現場が非常に混乱している

という状況については十二分に承知しておりま

す。現在、１２月の予算査定の中で、そうしたと

ころをどのように解消していくかということは、

現場の小学校、中学校の校長先生からも強いご要

望を頂いておりますので、どのように解消してい

くかということについて具体的にご紹介したい

と思いますけれども、まだ査定の最中でございま

すので、今日のところは、解消の方向で今検討し

ているというところでご理解をお願いしたいと

思います。 

 それでは、早速ですけれども、まず最初に、特

別支援教育、不登校の支援の取組について、実際

の指導の様子を撮影した動画を視聴していただ

きまして、現場で指導に当たっている方のお話も

伺いながら意見交換をさせていただきたいと思

います。 

 それではまず、こども支援センターげんき支援

管理課長と鹿浜第一小学校の中郡校長から、「Ｉ

ＣＴを活用した特別支援教育の取り組み」につい

てのご説明をお願いしたいと思います。 

 

○門藤こども支援センターげんき支援管理課長 

 皆さん、こんにちは。支援管理課長、門藤でご

ざいます。私からは、ＩＣＴ活用計画の概要につ

いて説明させていただきます。 

 令和元年度に、特別支援教育におけるＩＣＴの

活用を検討するため、作業部会を立ち上げました。

令和２年度から、特別支援学級と特別支援教室１

０校の先生方で、ＩＣＴを活用した授業実践を実

施し、その効果について検証・分析を行いました。

そこから得られた成果や課題を参考に、ＩＣＴを

活用した新たな特別支援教育の方向性を検討し、

ＩＣＴ活用計画を策定いたしました。 

 ＩＣＴ活用計画の方向性として、学習支援、教

師・学校支援、家庭支援の３つを柱に掲げ、児童・

生徒の個に応じた支援を行ってまいります。 

 まず、学習支援として、個々の学力に応じた学

習支援と、発達特性に応じた学習支援を行ってま

いります。 

 また、教師・学校支援として、オンライン相談

により、児童・生徒の特性に応じた具体的な指導

法について、教師を支援してまいります。 

 さらに、家庭支援として、支援プログラム等に

参加できない保護者に対して、動画配信による支

援、オンラインによる発達相談も始めてまいりま

す。 

 続きまして、具体的な実践につきましては、鹿

浜第一小学校、中郡校長先生より報告していただ

きます。 
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○中郡鹿浜第一小学校校長 

 失礼いたします。鹿浜第一小学校、中郡でござ

います。私からは、学校におけるＩＣＴの取組に

ついてご説明させていただきます。 

 特別支援学級の知的障がいの児童にとりまし

て、タブレットを有効活用するということは当初

難しいと考えられていたところもございます。し

かしながら、実際に導入してみると、個別の学習

にとても役に立つということが分かりました。 

 特に、読んだり書いたりすることを苦手にして

いる児童は、タブレットの活用によって、音声に

よるアシストや、キーボードに文字を入力するこ

とによって課題をクリアすることが可能です。ま

た、個々の学習状況に応じて、ｅライブラリなど

によるドリル学習もできます。 

 こちらは学校における具体的な取組場面です。

これはジャストスマイルというソフトを活用し

て上級生に手紙を書いている場面です。自分の好

みのデザインを選択して、自分の名前と簡単なメ

ッセージを打ち込みます。手で書くのが苦手、絵

が苦手な児童も、好きなデザインを選択し文字を

打ち込むだけなので、容易に活動することができ

ます。 

 では、ここで、実際の授業の場面を動画でご覧

いただきたいと思います。 

〔動画開始〕 

 これは小学校の特別支援教室、コミュニケーシ

ョンの教室での授業場面です。ビジョントレーニ

ングといいまして、視覚と認知能力を高める学習

をしています。このように書いて行う活動がこれ

まで中心でございましたが、書いているうちに集

中力がだんだん切れてくる、なくなってくる子ど

もがおります。 

 これをタブレットに替えて取り組ませてみる

と、書く負担のない分、巧みに数字をタッチし、

いつの間にか集中して取り組むようになります。 

 次に、中学校の特別支援学級知的障がいの体育

の授業場面をご覧ください。画面の真ん中の生徒

に注目してください。これはサーブの練習です。

先生は左足を前に出すようにと言っているので

すが、この生徒は右足を前に出しています。そし

て、サーブするときの足を間違えた生徒に、先生

が動画で説明しています。このように、自分の姿

を動画で直接見ることによって、課題がどこにあ

るかを容易に把握することができるようになり

ます。 

 次は、チームでボールパスが何回続くかという

ことに挑戦しています。チームで個々の課題を把

握するために動画撮影し、どうしたら継続できる

かを考えさせるきっかけをつくります。今、失敗

したので、このように先生の周りに集まっていま

す。 

 続きまして、中学校、技術科の授業の場面です。

まず、先生が本時の授業のめあてを提示し、何を

学習するのかを明確にしています。これはこれま

でも見られた黒板を使っての授業風景でござい

ます。次に、作業工程を大型モニターに提示して

います。これまでの紙ベースのもので説明するよ

りも効率的、かつ理解しやすいものになっていま

す。 

 この後、実物投影機に切り替えます。実物投影

機で先生の作業を実際に投影しているので、生徒

は先生の指示どおりの作業が可能となってきま

す。 

 このように、タブレットにはカメラ機能もござ

いますけれども、実際の手元を投影するには、こ

のような書画カメラ、実物投影機と呼ばれるもの

が大変有効になってきます。現場の先生は臨機応

変にＩＣＴ機器を使い分けることも重要なキー

ポイントとなってきます。このように、手元を実

際に見せる、大きく投影して細かく説明する手法

は、発達的に課題のある生徒におきましては、非

常に有効であると考えられます。 

 これが、ダイナモチューブのラジオを作る前段

階の作業工程の説明でございました。 

〔動画終了〕 
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 最後に、今後の課題でございます。大きく３点

ございます。 

 教員のスキル向上につきましては、実際の現場

でも教員によって温度差があるのは事実です。こ

れをいかに解消していくかということが重要に

なってくると考えられます。 

 また、教員の負担軽減については、スキル向上

と表裏一体した問題となっています。 

 最後に、環境整備についてですが、こちらは、

数多くある教材アプリからどのようなものを取

捨選択していくかということが課題となります。 

 以上で私からの説明を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございます。最後に課題にありまし

た、教職員のスキルの向上をどのように行ってい

くかですとか、環境の整備をどうするかというよ

うなことについては、後の質疑の中で伺っていく

ということでよろしいですか。 

 

○門藤こども支援センターげんき支援管理課長 

 はい、結構です。 

 

○近藤区長 

 では、そのようにさせていただきます。 

 続きまして、こども支援センターげんきの教育

相談課長と、あすテップの佐々木支援員から、「Ｉ

ＣＴを活用した不登校支援」についてご説明させ

ていただきます。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 教育相談課長の楠山です。私からは「ＩＣＴを

活用した不登校支援」についてご説明させていた

だきます。 

 まず１番目に、ＩＣＴを活用した不登校支援の

概要、ア～エについて説明させていただきます。

その後、実際のチャレンジ学級、あすテップの相

互のオンライン授業風景について、３分程度の動

画をご覧いただきます。その後、本日来ている指

導員の佐々木から、不登校児童・生徒のオンライ

ン授業についての感想、課題などをご説明させて

いただきます。 

 ＩＣＴ支援の３つの柱として、学習支援と学習

評価、相談支援を考えております。 

 まず１点目の学習支援ですが、最終的な目標は、

不登校児童・生徒が自宅から授業に参加できるオ

ンライン授業を検討しております。ただ、すぐに

オンライン授業、不登校児童・生徒に特化した授

業というのはなかなか難しいので、後ほど段階的

な手順についてもご説明させていただきます。 

 ２番目の学習評価です。これは学校以外の居場

所、自宅とかチャレンジ学級などの学習評価につ

いて、どういう評価ができるのか、これを校長会

と今検討を始めようとしております。 

 最後に相談支援です。学校、スクールカウンセ

ラーのオンライン相談、こちらについては今年度

中に開始したいと考えております。また、こども

支援センターげんきでやっている教育相談のオ

ンライン教育相談につきましては、８月より開始

させていただいております。 

 オンライン授業の手順です。最終的な目標は、

自宅から学校の授業に参加できることです。ただ、

９月はコロナの関係でオンライン授業を学校で

やっておりました。不登校児童・生徒の２５％が

参加できたという声が出ておりまして、校長会と

今後協議して、今年度中には何らかの方向性を出

したいと思います。まず、できることからという

ことで、ＳＴＥＰ１として、チャレンジ学級、あ

すテップの授業を相互にオンラインでできるよ

うに開始させていただいております。後ほど動画

で確認いただきます。さらに、ＳＴＥＰ２として、

例えば学校の別室とチャレンジ学級をつないだ

授業ができないかというのを検討して、最終的に

は学校の何らかの授業に参加できるようにした

いと考えております。 
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 先ほどお話ししましたあすテップとチャレン

ジ学級の違いを簡単に説明させていただきます。 

 まず目的のところですが、あすテップについて

は学校内にありまして、学校と類似の環境の居場

所として位置づけております。そのため、学校復

帰を最大の目的としておらず、ここの中で完結し

て、第一に学校復帰ではなくて、ここで勉強して

くださいねということを目的としております。ま

た、あすテップは、そのように学校に準じていま

すので、登校時間をあらかじめ決めて、この時間

に登校してくださいねとしています。それから、

グラウンドとか体育館を共用するなど学校施設

を活用しております。また、給食も実施しており

ます。 

 チャレンジ学級は従来型の適応指導教室にな

っておりまして、学校復帰を目指した指導をして

おります。また、学校外にあることで、午後から

来る子とか、午前中１０時ぐらいからいらっしゃ

る子とか、いろいろなお子さんに対しての対応も

しておりまして、個別指導、コミュニケーション

支援も行っております。あすテップは中学校対象

ですけれども、チャレンジ学級は小学生専用教室

も設置いたしておりますので、あすテップは、ど

ちらかというと、学校施設に入ることに抵抗のな

いお子様が多いのかなと考えております。 

 先ほどお話ししましたオンライン授業を、左側

の従来のチャレンジ学級に加えて、黄色で示した

オンライン授業を追加いたしました。例えば月曜

日の１時間目、従来の綾瀬のチャレンジ学級では、

国語と英語をやっていますけれども、オンライン

授業の時間割は、あすテップなでしこの英語の授

業となっておりまして、ここの英語の授業にオン

ラインで参加することができます。最終的に、来

年度からはいろいろな授業の選択肢を増やして

いきたいと考えております。例えば、理科の先生

がいないチャレンジ学級もあるので、他のチャレ

ンジにいる理科の先生の授業を映して見るなど、

通常の対面授業を補完する役割をオンライン授

業に求めていきたいと考えております。 

また、児童・生徒の状況に応じて、自宅からも

参加できるような形もできますので、そちらと併

せて、例えば、数学の単元別の授業といったもの

を検討していきたいと考えております。 

 こちらは参考です。不登校支援におけるＩＣＴ

の活用実施計画の体系図になっております。 

 それでは、動画をよろしくお願いいたします。 

〔動画開始〕 

 これは、あすテップなでしこの英語の授業にな

ります。こちらをチャレンジ学級の西新井・竹の

塚・綾瀬に配信しております。教員の前に机があ

りまして、そこにカメラを置いております。板書

をカメラで写して配信しているという状態にな

ります。 

 これはチャレンジ学級の西新井教室になりま

す。基本的に、パソコンを持ち帰って、チャレン

ジ学級に持ってきていただいております。ここの

学級では全員持ってきている状態になります。パ

ソコン上ではこのような授業を見ることができ

ます。少し画像が粗いですけれども、授業内容は

確認できるようになっております。 

 これは、あすテップです。個別対応が必要なお

子さんは、教員が横でフォローしながら授業をし

ております。 

 これはチャレンジ学級竹の塚です。割とみんな

にぎやかな雰囲気を見てとっていただけるかと

思います。 

 こちらはチャレンジ学級の綾瀬です。ここはみ

んなおとなしいので、静かに授業を聞いています。 

 以上が動画になります。 

〔動画終了〕 

 本日は支援員が来ておりますので、感想や課題

を説明させていただきます。 

 

○佐々木あすテップ支援員 

 教育相談課不登校施策担当の佐々木と申しま

す。あすテップに支援員として入っておりまして、



6 

 

現在、あすテップ及びチャレンジ学級におけるオ

ンライン授業の事前準備ですとか機器操作に関

して担当させていただいております。今回、オン

ライン配信を実施してみての感想ですとか、見え

てきた課題に関してお話しさせていただきます。 

 感想としましては、先ほど楠山課長からもお話

がありましたとおり、教科担当がおらず、一斉授

業が実施できない教室にも配信を行うことがで

きまして、子どもたちの学習機会の拡充ですとか、

より学校に近い環境での学習を展開できたよう

に感じています。例えば、先ほど見ていただいた

動画は、あすテップなでしこの英語の教科担当に

よる英語の授業だったのですけれども、英語の教

科担当がいない教室にも英語の授業を配信する

ことができまして、生徒からも「楽しかった」な

んていう声も聞かれました。 

 次に、課題点についてお話しさせていただきま

す。主に３点ございます。 

 １点目は、双方向のコミュニケーションについ

てです。現状、オンライン参加者は、視聴がメイ

ンの受動的な学習体験となっています。先ほどの

動画でも、生徒から「分からないところが聞けた

らもっとよかった」なんていうコメントもありま

したが、そういった生徒の声なども踏まえて、今

後はチャット機能なども活用して双方向のやり

取りに取り組んでいけたらと考えています。 

 ２点目は、授業の連続性です。現状、授業配信

は単発的に行っておりまして、授業の前後につな

がりがない状態になっています。あすテップです

とかチャレンジ学級には、授業内容についていけ

ないことだったり、あるいは見通しが持てないこ

とに強い不安を感じる生徒さんもいらっしゃい

ますので、そういったことも踏まえて、翌年度か

らは、配信を行う時間割を年間で固定することに

よって、授業の連続性ですとか見通しを持たせて、

また、Google Classroom のチャット機能なども

活用して、授業の事前・事後のフォローをしてい

きたいと思います。 

 ３点目は、指導員のＩＣＴスキルの向上及び維

持です。現状、端末ですとか機材の操作といった

ＩＣＴスキルを持つ指導員が限られています。そ

れを踏まえて、指導員向けのマニュアルを作成し

ました。今後は課内研修なども実施して、指導員

のＩＣＴスキルの向上にも取り組んでいけたら

と考えております。 

 私からは以上です。ありがとうございました。 

 

○近藤区長 

 それでは、ここまでのところ、特別支援教育に

ついて、そして不登校支援についてのＩＣＴの活

用について、本当にかいつまんでご報告させてい

ただきました。それぞれ委員の先生方からご質問

やご意見があればまず伺いたいと思いますけれ

ども、河本委員からでよろしいですか。 

 

○河本教育委員 

 河本です。ご説明ありがとうございました。 

 まず、特別支援教室と不登校支援の説明からで

したが、どちらもこの先このまま活用していけば、

様々な状況下において子どもたちに分け隔てな

く、共通の学習が提供できるという点で大変うれ

しく思っています。 

 ただ、共通の課題として一番見えてくるのは、

機器的なことではなく、これを使いこなす教員の

スキルアップだと思います。 

学校訪問時、先ほど話題に出た緊急事態宣言下

でのオンライン学習を選んだお子さんに対する

動画配信ではなく、小学校で実施された朝会から

給食が始まるまでの時間をオンラインでつなげ

た事例について聞いてみました。 

準備する時間がなく、先生たちは相当大変だっ

たらしいのですが、非常に前向きに、「これもで

きる、あれもできる、じゃあこうやってみよう、

ああやってみよう」と、とにかく自宅にいる子ど

もたちを分け隔てなくつなげて授業を一緒に受

けさせるという方針のもと、楽しんでやっていた
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とのことです。 

その結果として、オンライン授業を受けている

子のうち、半数が登校に切り替えたという学校が

多くなったのだと思います。 

 不登校支援にしても、同じ世代の人たちがいる

授業風景を目にすること、聞くことで、少しでも

学校に行ってみようかな、またはチャレンジ学級

に行ってみようかな、あすテップに行ってみよう

かなというきっかけになるのではないでしょう

か。 

自宅でのオンライン授業が可能になるのはも

う少し先で、それが最終目標との話でしたが、早

く現実にしてもらえればと思います。 

 それと、特別支援教室においては、その子の抱

えている課題が一人一人違うということで、使う

教材も異なります。 

先ほどの話にあったように、たくさんのアプリ

がある中で、担当する先生がその子に適したもの

を選ぶという能力はこれからの話だと思います。 

タブレットが宝の持ち腐れになってはいけな

いので、積極的に先生たちが研修や情報交換を通

じて、その子に合った活用をし、その子の抱えて

いる問題を解消してほしいと思います。大きな期

待をしています。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。１つご質問は、自宅

への配信がいつ頃かということですけれども、目

標としているのはいつ頃になるのかということ

をお答えいただけますか。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 自宅への授業配信は９月に実施しています。各

学校の状況にもよりますが、やろうと思えばやれ

る状況です。今は学校対応になっています。 

今後は、状況ごとの実施の可否について整理を

していきたいと思います。 

今年度中には何らかの方向性をと考えていま

す。校長会と話す必要があり、すぐに「１日何時

間やって」という話でもないので、そこは相談し

ながら早急に対応したいと思います。 

 

○近藤区長 

 それこそ、求められているお子さんがいる学校

とそうでない学校もあると思いますから、まず実

態に即してということですよね。区民の声にも、

不登校だったのに、リモートで自宅から授業を受

けられて本当に子どもが楽しそうだったなんて

いうご意見はたくさん頂いているんですね。です

から、そういったことができるお子さん、リモー

トを通じれば教室の状況に参加できるお子さん

がいるのならば、それは考えていく必要があるの

だろうと思います。 

 もう一つ、その子に合ったアプリを選べるかど

うかも含めた、支援する、または指導する教職員

のスキルアップについて、これはどちらにも課題

として挙がっていたかと思いますけれども、まず

門藤さんのほうはいかがですか。どのように育て

ていくかということと、また、その子どもに合っ

たアプリについては、どういうものが合うよとい

うのは、げんきのほうでご相談いただければ先生

のほうにご指導しているという話も前に聞いた

ことがありますけれども、その辺りも含めて、ど

のように研修してスキルアップを図っていくよ

うに計画されているのかということですが。 

 

○門藤こども支援センターげんき支援管理課長 

 まず、アプリの件につきましては、これはげん

きのほうで準備をして、個々に合ったアプリを一

括して用意しようと考えております。また、今年

度、３０校に、子どもの指導計画をつくるために

システムを導入しました。そのシステムを活用す

ることによって、その子の特性にあった指導計画

が作成できます。また、その特性に合わせて、指

導教材はこういうものがありますと提供してく

れるシステムを今年度導入しました。今後、この
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システムの効果を検証して、来年度に生かしてい

きます。 

この両方の方法で、個々に合わせたアプリを提

供できればと考えております。 

 また、教員のスキルを向上させるためには、通

常学級の教員も含めた、げんき主催の研修を充実

させることが重要だと思っています。それから、

支援管理課の財産として、令和２年度より１０校

の先生方が先行で授業実践していますので、その

先生方を中心に、他の学校に派遣し、ＩＣＴを活

用した授業作成のお手伝いをするというような

ことができるといいと考えております。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。今日は、集中力が途

切れないで続いていますねですとか、書くのが苦

手なお子さんが、キーボードを使うと参加できる

ようになるとかというプラスのところのご紹介

がありましたけれども、１０人が１０人とも全て

ＩＣＴで問題が解決できるというわけではない

ということでよろしいのでしょうかね。やはりＩ

ＣＴを入れても合わないお子さんもいるという

ことは一定程度認識されているのか、その辺のと

ころを聞かせていただけますか。 

 

○門藤こども支援センターげんき支援管理課長 

 まず、ＩＣＴを活用しても合わないお子さんの

ケース。今、１人１台タブレットを用意しました。

ところが、注意が散漫になりやすく、いろいろな

事が気になるお子さんがいます。その場合、隣を

見たら、何をやっているのか気になり、一つの事

に集中できないお子さんがいます。逆効果になる

ケースもあるわけです。ですから、一人一人によ

って、必ずしも全てがＩＣＴを活用すると有効か

というと、そうではない場合もあると考えており

ます。 

 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 近藤先生、いかがでしょうか。 

 

○近藤教育委員 

 今、区長と河本さんもおっしゃっていたように、

みんながみんな配信した授業内容でうまくやっ

ていけるかというと、そうではないと思います。 

ただ、私が予想していたよりも多くの子どもた

ちが、比較的抵抗なく受け止めており、現代の子

どもは、私たちの世代よりもずっとなじんでいけ

る要素を持っているのだと感じております。 

 ただ、やはり限界があって、先ほどもおっしゃ

っていましたけれども、双方向のやり取りをどう

やってもっと有効にしていくかが課題です。 

先ほど、教員サイドの技術指導というのがあり

ましたけれども、生徒と一緒になってその練習を

していくことも望ましいのではないかと思いま

した。 

双方向のやり取りに関する技術指導等に関し

て、こんなことを考えているということがあった

ら教えてください。 

 

○近藤区長 

 楠山課長から先ほどちょっと出ましたけれど

も、双方向の工夫についてお願いします。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 双方向は相当難しいです。 

誰も前にいなければ可能ですが、前に生徒がい

る中でオンラインの子と双方向による授業を行

うことは相当難しいです。校長会とも話をしなが

ら進める必要があると考えます。 

ずっと双方向でやり続けるのは難しいため、ポ

イントを絞り、例えば手を挙げるタイミングで中

のお子さんを指してみるなど、通常の授業と同じ

ように子どもと関わることで実施が可能になる

のではないかと思います。 
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まずは、同じような授業を対面でやってみるこ

とが第一段階かなと思っております。 

 

○近藤教育委員 

 ありがとうございます。 

 

○近藤区長 

 小関先生、何かございますか。 

 

○小関教育委員 

 １０年ぐらい前ですが、私が特別支援固定級の

校長をやっていたとき、特別支援教育あるいは不

登校の子を登校させたり、勉強させるためには、

デジタル機器の活用が必要であると考えていま

した。 

当時から、通常学級の先生以上にデジタル機器

を使っており、画像を撮ったり、コンピューター

を使って自身で作成したものを映し出したりし

ていました。 

私としては、もっと早くこのような準備をして

おく必要があったと今さらながら思うのですが、

先ほども話があったように、実際に動き出すには、

お金の問題や人の問題など、クリアしなければい

けないことがたくさんあり、急に先へは進められ

ないと思います。 

ＩＣＴに関しては、通常学級もそうですが、特

別支援と不登校に関しては最優先で進めていか

なければならないと思っています。 

 去年も教育委員会の中で話したのですが、通常

学級、特別支援、不登校のそれぞれの担当課がい

ろいろな準備をされていると思いますが、今は国

でも大臣がいる状況です。 

担当課がまとまって一つの方向に向かってや

っていかないと、先に進めることができたとして

も遅いのではないかと思っています。最優先で進

めていただきたいのですが、どのように考えてい

るのでしょうか。 

 次に、個別指導に関してです。教育政策課のほ

うで進めているｅライブラリ、学力定着推進課の

ほうで進めているＡＩドリルを今後入れていく

予定だと聞いていますが、特別支援や不登校の子

どもたちに配付されるタブレットへ早めに入れ

るべきだと思います。 

これで全てが解決するわけではないと思いま

すが、その辺の準備はどの程度されているのでし

ょうか。 

 

○近藤区長 

 分かりました。ありがとうございます。組織の

ことについては教育長のほうからお考えを。まだ

今内部でもんでいる最中ですので、これで決定と

いうことを今日申し上げることはできないので

すけれども、教育委員会のほうからもご要望を頂

いていますので、教育長のほうから、どんなふう

に考えているのか。組織のことですね。 

 

○大山教育長 

 今、小関先生がおっしゃるとおりで、子どもた

ちに１人１台のタブレット教育を進めていく専

管組織が必要かなと考えています。またこれから

組織の関係についてはご相談していくのですが、

仮称ですけれども「ＩＣＴ教育推進課」のような

名前をつけまして、まずはその中でも、機器を、

故障したりなくすといったこともありますので、

機器を管理していくような係と、先ほど来出てお

ります先生たちのスキルアップといったソフト

の部分を進めていく係ということで、そこには指

導主事も配置して、各学校とやり取りをしながら

というようなところで、専管組織をつくりたいと

考えています。機器の管理とソフト部分の管理を

していく組織をつくり、ここが中心になって各学

校にいろいろな先生への研修等をやっていけれ

ばいいなというところで今考えているところで

ございます。 

 

 



10 

 

○近藤区長 

 できれば新年度、４年４月からと考えておりま

す。 

 それと、楠山課長、特別支援ですとか不登校の

お子さんたちのタブレットの中にｅライブラリ

やＡＩドリルを入れるという内容についてお願

いします。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 実はｅライブラリはもう入っております。 

学校で使用するのと同じような形で、学校の先

生が見られるようにしております。ＡＩドリルに

つきましても、来年度導入予定のものを、不登校

児童・生徒が使えるようになると、聞いておりま

す。 

 

○荒井教育指導部長 

 若干補足をよろしいですか。ＡＩドリルですけ

れども、タブレットの中に何かが入るというより

は、クラウド上で行うものですので、ＩＤとパス

ワードが配布されれば、どのお子さんでも自分の

ＩＤでＡＩドリルにアクセスして、自分の学習履

歴がそこにたまっていくというような、そうした

形で学習が進められるものでございます。 

 

○近藤区長 

 という指導はしていただいているんですかね、

不登校のお子さんたちに対して。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 ｅライブラリにつきましては、チャレンジ学級

でも当然やっております。 

チャレンジ学級に関わっていない不登校のお

子さん、学校の先生方宛てに自宅学習はこのよう

にしてくださいという通知も出しています。通知

を出しただけではなかなか分からないので、指導

主事の個別相談もしています。 

学習履歴は全て学校で見れますので、不登校の

児童・生徒のお子さんに学習指導をする際は、 

「ここの学年のここの分をやって、学校のほう

でそれを確認する」といった形の指導を８月頃か

ら実施するようにお願いしています。 

随時進捗状況を確認しながら、アドバイスして

いけたらと考えております。 

 

○近藤区長 

 今全く学校に来ていないお子さんにもタブレ

ットは行き渡っているということでよろしいん

ですね。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 はい。 

 

○近藤区長 

 それをどのように活用しているかどうかとい

う履歴まではまだ確認していないということで

すね。ありがとうございます。 

 早川先生、いかがですか。 

 

○早川教育委員 

 教育委員の早川です。 

 先日の校長会で、少しショックだったのですが、

すごく良かった点がありました。 

不登校の方に関して、「今まで顔も見えず、安

否さえ分からない状態だったが、確認が取れて良

かった」という意見が校長先生から出ました。そ

ういう点だけでもすばらしいことだと思いまし

た。 

 次に、先ほどの映像にも出ていたあすテップ等

についてです。今後一層、オーダーメイド化、個

人化していくような印象を受けました。 

不登校の方やあすテップの方たちのゴールは

どこになるのでしょうか。 

普通の学校に戻ることを目標にするのか。普通

の学校に戻った後にダメージを受けた場合は、あ

すテップ等に戻れるようにするのか。 
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また、チャレンジ学級やあすテップに通うの方

の中には、コミュニケーションや対人関係は苦手

だが、他の才能がある方もいると思います。それ

を見つけることをゴールにするのか。 

先ほどの先生の教育にもつながることかもし

れませんが、ゴールはどこになるのでしょうか。 

 

○近藤区長 

 いかがですかね。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 先ほど、チャレンジ学級は学校復帰が目標と言

いましたけれども、実際には、そこを第一目標に

しておりません。 

まずは、学習定着、集団活動、コミュニケーシ

ョンをとることができることを目標にしており

ます。チャレンジ学級のお子さんで多いのは、学

年の切替えのときに学校に戻って、翌年はチャレ

ンジ学級に来なかったというケースです。目標は

学校復帰と言いつつも、それだけではなく、社会

的自立といったところを重視しております。 

ほかの才能を見つけることにつきましては、な

かなか難しいですが、いろいろな体験活動を通じ

てきっかけになれば良いと思っています。 

 

○近藤区長 

 チャレンジは分かりました。あすテップについ

ての到達点というのはどういうふうに考えてい

ますか。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 あすテップにつきましても、そもそも学校には

戻らなくていいと言っております。 

あすテップの中で学力テスト等もやっており

ますし、そのまま卒業した方も去年いらっしゃい

ます。高校に入った方もいらっしゃいます。一方

で、学校に戻りたいといって戻った方もいらっし

ゃいます。 

そこは強制せず、戻れるタイミングがあれば戻

っていいという形を取っております。 

 

○近藤区長 

 これもこの前、議会からご質問があって、答弁

をしたのですけれども、親御さんは在籍校に戻っ

てほしいという希望を持っている。ところが、ご

本人は、ここでいいんだという。保護者とご自身

の意思が違うところにあるということで、その辺

難しいねという話は出ていました。ですので、ご

本人と保護者の気持ちがなかなか一つにならな

いということがありましたね。 

 恐れ入ります。ここで次のトピック、「夏季休

業期間中における持ち帰り用端末活用の成果と

課題」というところでございます。では、森課長

のほうからお願いします。 

 

○森教育政策課長 

 教育政策課長の森でございます。よろしくお願

いいたします。 

 資料３の３ページをご覧ください。 

 夏季休業期間中の持ち帰り端末活用調査結果

でございます。この調査は、７月３０日までに

Chromebook の整備が完了した小学校２８校、中

学校３５校を対象に実施いたしました。これらの

対象校のうち、中学校は全ての学校が持ち帰りを

実施いたしました。しかし、小学校については３

校のみが持ち帰りを実施いたしましたが、大半の

小学校はタブレット端末の整備が夏休み直前ま

たは休業中に配備されたということで、児童への

指導や準備が不足して、持ち帰りができなかった

という結果となってございます。 

 ４ページをご覧ください。タブレット端末を自

宅に持ち帰らせて、各校が取り組ませた課題の内

容になります。右側の棒グラフをご覧いただけれ

ばお分かりのとおり、eライブラリなど、問題を

解かせる課題をはじめ、調べ学習やレポート作成

あるいは高校訪問の報告に取り組ませる学校が
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多く見受けられました。一方、タブレット端末を

活用した課題を出さなかったという中学校は、一

番下にあるとおり５校あったということも明ら

かになりました。 

 ５ページをご覧ください。各校で与えた課題に

ついての取組状況ですけれども、大半の児童・生

徒は、タブレット端末を活用して問題なく取り組

んだそうです。中には宿題の範囲を超えて取り組

む生徒も多くいたという報告を受けています。 

 また、②にありますとおり、一部の自由課題と

したものについては、あまり取り組めていなかっ

たというような傾向もあったようでございます。 

 また、データから分析しますと、④のように、

持ち帰りを実施している学校あるいは課題を与

えている学校のほうがより活用が進んでいると

いう傾向が分かりました。 

 これにつきましては、６ページをご覧ください。

左側のグラフは、夏季休業期間中における１人当

たりの Google ログイン回数を示しています。持

ち帰りを実施した小学校は１人当たり１１．２回

ログインしたのに対して、持ち帰りを実施しなか

った学校については１人当たり２回と非常に少

ない傾向がありました。また、その下のオレンジ

の棒グラフですけれども、課題を与えた中学校は

１人当たり５．６回アクセスしておりますけれど

も、課題を与えなかった中学校では、その半分以

下の２．５回となっています。 

 また、右側のグラフをご覧ください。右側のグ

ラフは、夏季休業期間中における e ライブラリの

ドリルを解いた１人当たりの回数ですが、持ち帰

りを実施した小学校３校は１人当たり４５．６回

ドリルを解いていますが、持ち帰りを実施しなか

った小学校は１人当たり４．９回と大きく差がつ

いてございます。また、その下の中学校では、e

ライブラリを課題とした学校は１人当たり１５．

９回だったのに対して、eライブラリを課題とし

なかった学校では２．５回と、やはり活用回数が

少ない傾向があるということが分かりました。 

 また、その表のそれぞれの下に赤字で示してあ

りますけれども、活用が進んでいる学校もあれば、

全く活用していないという残念な結果が明らか

になりました。 

 ７ページにお進みください。今回の主な課題や

問題点を取り上げました。右側にはその改善方策

を記してあります。 

 まず、課題・問題点の①ですけれども、課題の

準備の時間を十分に確保できず、児童・生徒への

説明や指導も不足していたことが挙げられてい

ます。次の持ち帰りのときには早期に準備を進め

て、事前説明や指導時間を十分に取るといった対

応をしてもらいたいと思います。 

 次に、課題・問題点の②に挙げられていました

のは、家庭での操作をフォローする必要があった

ということでございます。今回、ご家庭の保護者

からの Wi-Fi の接続やアプリケーションについ

ての問合せに対応することが学校の負担になっ

たということが多く聞かれました。今後はさらに

分かりやすいマニュアルを整備して、ホームペー

ジ等でも詳しい情報を家庭に向けて発信してい

きたいと考えてございます。 

 次に、課題・問題点の③です。現在、Windows

端末、ＬＴＥ型の Chromebook、そして普通の

Chromebook の３種類が混合しているため、持ち

帰りのできない Windows 端末を割り当てし直す

必要が生じたり、あるいは環境が同一でないので、

課題の選定が限定される問題があったとのこと

です。これについては、次回の機器の更新に向け

て、機器の統一を検討する必要があると考えてご

ざいます。 

 次の④ですけれども、端末で課題を提示しても、

児童・生徒側がきちんと確認しているとは限らず、

連絡が確実に伝わらないということでした。この

点については、児童・生徒が端末にログインする

習慣を定着させるということで解決できると考

えています。 

 ８ページ、９ページには、今ご説明した課題と
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か問題の詳細な項目が示されていますので、後ほ

どお目通しいただければと思います。 

 飛びまして、１０ページをお願いします。これ

までお話しした調査結果から、持ち帰り端末活用

の取組全体を通じて分かったことをまとめてみ

たものです。 

 まず、児童・生徒の取組についてですけれども、

学校からの指示や課題があれば端末を利用する

のですけれども、指示や課題がなければ活用しな

い傾向があるということが明らかになりました。

また、端末を使って何をするのかを明らかにした

上で持ち帰らせることが必要だということが分

かりました。 

 次に、教員による準備についてです。今回の持

ち帰りに当たっては、課題の作成や提出方法の確

立のための準備時間を十分に確保できなかった

ことが課題となりました。今後は通常授業に取り

入れたり、早期に計画的に準備に取り組む必要が

あると言えます。 

 １１ページです。 

 家庭へのサポートについてです。タブレットを

持ち帰るに当たって、家庭 Wi-Fi への接続方法や

ｅライブラリへのログイン、Google Meet への参

加についての問合せが多く、学校が対応に追われ

たということが分かりました。先ほどお話ししま

したけれども、やはりマニュアルを充実させて、

区のホームページにも記載していることを含め

て周知をしていきたいと考えています。 

 最後に、端末についてです。タブレットの３機

種、つまり、Windows 端末、ＬＴＥ端末、普通の

Chromebook が混在していることによって、割り

当ての再調整あるいは使用方法の説明が煩雑だ

との声が多いことが分かりました。そのため、今

後は、機種の統一も見据えた検討が必要であると

いうことで進めていきたいと考えてございます。

また、持ち帰り用の端末が全員分ありませんので、

Windows端末の持ち帰りのための設定変更を１２

月上旬までに確実に完了させる必要があります。

さらには、児童・生徒用の予備機や教員用の端末

が不足しており、故障時の対応や教員の業務に支

障を来している学校があります。対応を考えてま

いりたいと思います。 

 今回の調査結果のデータを生かして、１２月以

降の全員のタブレットの持ち帰りを実施してい

きたいと今のところ考えてございます。 

 私からの説明は以上でございます。 

 

○近藤区長 

 タブレットの持ち帰りですけれども、他区では

何も課題がない日でも、通常、ウィークデーも持

ち帰っているような学校があって、何も使わずに、

重い思いをして翌日持って来るというような話

も聞いていますが、当面、足立区では、長期の休

業のときに持ち帰りを考えている。普通の日常で

は学校に置くということが基本ということでよ

ろしいのでしょうか。 

 

○森教育政策課長 

 今考えておりますのは、長期休業中には必ず持

ち帰らせる。それから、日常については、必要に

応じて持ち帰ってもらう。例えば、宿題として課

題を与えることが必要だなとか、調べ学習をして

きてねというときには必要に応じて持ち帰らせ

るということが基本になるかなと考えています。

ただ、学校によっては、通常持ち帰らせたい学校

もありますし、持ち帰るのは非常に重くて大変だ

から、家のパソコン環境を使って、ＩＤを使った

宿題をやらせるという学校も聞いておりますの

で、いろいろなパターンが足立区では考えられる

かなと思っています。 

 

○近藤区長 

 うちの学校はどうしたらいいかというふうに

お悩みの校長先生もいると思いますので、こうい

う学校があるとか、こういうふうにしている学校

があるという情報については逐次校長会等でお



14 

 

知らせしていって、横展開を図っていく、見える

化をしていくということが非常に重要なのでは

ないかなと思いますから、よろしくお願いします。 

 

○森教育政策課長 

 はい。 

 

○近藤区長 

 端末について、冒頭私もちょっとお話ししまし

たけれども、幾つかポイントが出ております。こ

れについては、仮に直近に Chromebook を購入し

たとしても、現場に配備できるのは最短でいつ頃

になるというふうな見込みなのでしょうか。 

 

○荒井教育指導部長 

 今のところは、来年の９月ぐらい、夏休み明け

ぐらいになるのではないかと想定しています。 

 

○近藤区長 

 それは、仮にいつ買ったとして。 

 

○荒井教育指導部長 

 今年度中にお話を進めた上でということです。

来年の４月から動き始めて、９月ぐらいになる見

込みです。 

 

○近藤区長 

 ですから、買ったとしても、現場で使っていた

だいて、混乱が回避できるようになるには１年弱

の時間がかかるということで、本当に申し訳ない。

ただ、このままいくと、今の Windows のリース期

間が令和６年度までだったか。 

 

○大山教育長 

 ６年の９月までです。 

 

○近藤区長 

 ということなので、当初は何とかそこまでしの

いでほしいというお話でしたけれども、まだ今３

年度の中でこんな混乱を３年間引っ張ることは

難しいだろうというような判断は今しておりま

す。立ち上げに５分ぐらいChromebookと Windows

では差があったり、うちの副区長の長谷川が現場

に行って、生徒さんが非常に右往左往している状

況を見て、Windows が割り当てられたお子さんは

外れと、何か自分が差別されたように感じるお子

さんもいるというような話も出ていますので、や

はりこれはかなり財政的には厳しい判断なので

すけれども、致し方ないというか、なるべく現場

に沿ってと考えております。 

 持ち帰り用端末が云々ということはともかく

として、教職員の先生方に対しての端末について

も１人１台は確保していきたいということで、今

それも予算計上の要望を受けているというとこ

ろですので、端末についての課題については一定

程度、時間はかかっても最短で解消していけるよ

うにと考えております。 

 また、持ち帰りの夏休みを過ぎて、今度、夏休

み以降の様々な授業展開で一気に広い川をぽん

と渡ったかのような感じもありますけれども、今

の夏休みの対応も含めて何かご質問があれば。通

常の学級についてのＩＣＴの活用ということに

なるかと思いますが。 

 私は１つ先生方にお尋ねしたかったのは、結局

ここで、個に応じた、どこがつまずきかというこ

とを自分でチェックしながら進めるＡＩドリル

というものが入ることによって、例えば数学の民

間の業者に委託している事業については取りや

めて、ＡＩドリルのほうにスイッチしていくとい

う方向を教育委員会は持っているようなのです

けれども、そういう方向でよろしいかどうかとい

うことを、皆さん方、ご意見を頂けたらなと思う

んですね。結局、幾ら人数を減らしていっても一

対一で教えられるわけではないので、仮にこれが

３５人学級になったとしても、その中で理解度に

はかなりばらつきが出ていて、きめの細かい、個
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に応じた指導とは言ってみたものの、できること

には限りがあるということになると、民間の企業

に委託した補習の講座よりもＡＩドリルのほう

が、それぞれ個別に応じて、自分自身でつまずき

を確認しながら進めるのではないかというよう

な考え方と、かなりの投資をしますので、どこか

でリストラクチャリングしていかなければなら

ないというような教育委員会のお考えかと思う

のですけれども、そこも含めて少しご意見を伺え

たらと思います。 

 何か質問があれば、どうぞ。ご意見でも結構で

す。 

 

○河本教育委員 

 先ほどのＡＩドリルの件ですが、現在やってい

る補習的かつ外部委託の数チャレに取って代わ

るというイメージでＡＩドリルの導入を考えて

いることや、通常授業や自学自習でも使えるよう

なものが望ましいという話は聞いています。 

 先日、モデル導入をしている両者を見させてい

ただきました。学校での授業や補習で使えて、自

学自習でも使えるということでした。 

しかも、自分のできないところまでＡＩドリル

が遡るため、どこでつまずいたのかが分かり、振

り返りの機能もあるということで、すごく優れた

ドリルだなと思いました。 

 私が、ＡＩドリルのほうが良いのではないかと

思うのは数学に限っての話です。 

今回、コロナ禍で中１夏季勉強合宿が中止にな

ってしまいました。中１合宿でＡＩドリルが活用

できれば、全校開催が可能となり、参加できる子

がものすごく増えると思います。 

私は、基礎基本の確立のためにＡＩドリルを全

員に導入することに賛成です。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございます。 

 近藤先生、いかがですか。 

○近藤教育委員 

 私は、ＡＩドリルがどういった機能を持ってい

るのかがまだよく分かっておりません。 

数学なら数学、算数なら算数のいろいろな課題

をみんな共通して受けられるようなものなので

しょうか。 

また、問題を解く中で質問ができたり、先生か

ら指示を出すことができるのでしょうか。どんな

機能を持っているのかを教えてください。 

 

○大山教育長 

 問題を解いていただいて、掛け算だったり足し

算だったり解いていただいて、それが合っていれ

ば次の問題に進めるけれども、間違っていると、

間違った段階で、その間違いの元を機械のほうで

判断して、それより易しい問題、つまずきを解決

できるような問題にだんだんと遡っていって、そ

の間違いの元を解消していくというような、問題

を解いて自分の間違いを発見していく、解消して

いくという内容です。 

 

○近藤教育委員 

 ありがとうございました。 

 問題を解きながらクラスでシェアしたり、質問

が出たら先生が個人やクラス全員に答えたりで

きるようなやり取りの機能を備えていると良い

と思いました。 

どの科目でも必要なときには映像を流したり、

シェアしたり、みんなから短い感想のレポートを

出すことができ、先生がそれに対して個別の指導

や全体に対するコメントができる機能を持って

いると良いと思います。 

以前のこの会議で、何かプログラムを導入する

とおっしゃっていたと思うのですが、あれはどう

なっているのでしょうか。 

 

○近藤区長 

 ここの会でですか。 
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○近藤教育委員 

 はい。私が提案して、区長が既にやっています

というふうにおっしゃっていたと思うのですが。 

 

○河本教育委員 

 Google の方の話です。 

 

○近藤教育委員 

 そうです。 

 

○荒井教育指導部長 

 それとＡＩドリルはまたちょっと違う機能に

なります。 

ＡＩドリルに頼りっきりということではなく、

対面の授業は当然にあって、そこでの質疑応答も

あります。 

そこで分からなかったことを、ＡＩドリルを使

ってもう一回振り返ります。間違えれば解説が出

てきますので、それを見てもう一回チャレンジし、

駄目ならさらに易しい問題というように機械の

ほうでやってくれます。 

これでも分からなければ、また先生に質問をす

るという循環の中で子どもたちが学んでいく、そ

のような活用方法を考えていきたいと思ってい

ます。 

 

○近藤教育委員 

 そうですよね。ＡＩドリルがどのレベルのもの

なのかというのを知りたかったので。分かりまし

た。 

 

○森教育政策課長 

 補足です。先生がおっしゃったのは、Google の

一つのアプリに Classroom というものがあるの

ですけれども、そこの一つの機能で、掲示板のよ

うなものがあるのです。そこに先生が宿題を出し

ましたというと、子どもたちがそれを見て、質問

を入力するとそれがみんなで見られるとか、そう

いう機能は今でもすごく活用されています。結構

人気で、使う先生方はすごくたくさん使って、今

回の持ち帰りの授業のときも、あるいはリモート

の学習のときも結構使われていたと聞いていま

す。 

 

○近藤教育委員 

 ＡＩドリルにそれがついているのですね。 

 

○森教育政策課長 

 それはＡＩドリルとは違います。今のはGoogle 

Chrome のアプリの話ですので、ＡＩドリルとは

ちょっと違います。 

 

○近藤教育委員 

 別のものでもそういったものがあれば、先ほど

どなたかがおっしゃっていた、先生の指示が通り

にくいということはなくなります。 

必ず、毎日家に帰ったら Google のここを見な

さいとなれば、課題がチェックされ、子どもたち

の取りこぼしがなくなると思います。そんなこと

を思いました。分かりました。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございます。 

 それでは、小関先生、お願いいたします。 

 

○小関教育委員 

 ＡＩドリルの導入に関しては大賛成です。個別

最適な学びに繋がります。 

それと、先ほど来出ていますように、協働的な

学びも必要だと考えます。 

個別最適な学びに関して、ＡＩドリルは本当に

最適な道具であり、すばらしいものであると、こ

の間見て思いました。 

 私も元数学の教員なので、数学の教科に関して

はとても良いと思っています。 

ただ、都立の試験は５教科です。理科や社会に
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も興味を持っており、そちらのほうで頑張る子も

います。 

教科については、５教科入っているんですよね。 

 

○荒井教育指導部長 

 ５教科です。 

 

○小関教育委員 

 ５教科入っているということなので、ぜひそれ

は活用してもらいたいと思っています。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 早川先生、いかがですか。 

 

○早川教育委員 

 私はＡＩドリルについて、結論としては大賛成

です。どんどん進めたら良いと思います。 

ただ、このようなＩＣＴツールを使って一番問

題になるのは、自分のペースでできる反面、相手

の気持ちを考えるという能力が極端に欠けてく

ることです。 

ですから、ＩＣＴツールで勉強の苦手部分を克

服し、その一方で道徳や運動会等の共同作業を通

じて相手の気持ちを考えることを学ぶ必要があ

ると思いました。 

 あすテップやチャレンジ学級については、今後、

需要が増えて人が必要になると思いました。そこ

はちょっと心配しています。 

 

○近藤区長 

 人材のほうはどうですか。 

 

○楠山こども支援センターげんき教育相談課長 

 あすテップは、現在、あすテップなでしことい

うところが定員２０名のところ１６名です。はな

ほの方はまだ１桁台で、６名ぐらいなのですけれ

ども、今のところ何とか、指導員６名で対応して

おります。ですが、もしこれがもっと増えてくれ

ば、対応していかないといけないなと思います。

現状は何とか指導員６名で対応できるような形

になっております。 

 

○近藤区長 

 そろそろ時間が来ておりますので、機器は、ち

ょっと時間はかかりますが、Chromebook に統一

させていただく形で進めていければ。ただ、機器

はあっても、それをどうやって使いこなしていく

のかということがこれから非常に重要だと思い

ますので、ぜひまた様々な取組例を先生方にも見

ていただいて、横展開していけるように。すごく

進んでいる学校と、なかなか厳しい学校の二極化

になってしまうと、一番影響を受けるのは子ども

になってきますから、平均のラインをなるべく上

げられるようにはしていきたいと考えておりま

すので。それについてはどうですか。最後、教育

長。 

 

○大山教育長 

 今、区長からお話しいただいたとおり、各学校

の中でも、若手の方は非常にたけているけれども、

年配の方はなかなか難しいということもありま

す。ですので、今考えているのは、各学校に今、

週に１回、ＩＣＴ支援員さんが行っていますけれ

ども、これを何とか２．５回。２回は行ってもら

って、０．５回分を規模の大きい学校や、上手く

活用のできていない学校なんかに行けるような

形にできればと思います。まずは本当に先生方に

使いこなしていただけるような環境を、物理的な

環境ももちろんなのですけれども、スキル面での

環境も整えていきたいということで、これもお金

のかかる話なのですけれども、要望させていただ

いているという状況でございます。 

 

○近藤区長 

 東京都からの情報で、来年度の都立高校の１年
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生から保護者にタブレットを１台買って持って

こさせるようにということにするようです。そう

しますと、大体１台１０万円ぐらいじゃないかと

都は言っていて、経済的に厳しいご家庭について

はどうするのかということを、まだ具体的な都の

お考えは示されていないのです。ですから、それ

によって、区としても上乗せをする必要があるの

かないのかというようなことですね。それと、工

業系ではまた Chromebook ではちょっとスペック

が足りなくて、もう少しテクニカルな技術を持っ

て来てくれないと困るというようなお話も漏れ

聞こえてきています。ですから、こういう高校で

はこういう使いこなす能力が必要だというよう

なことも事前に言っておいていただかないと、足

立区から来た子は最初からつまずいちゃうとか

という話になってしまうと困るので、都としても、

都立高校についてきちっとした一定の考え方、ス

タンダードというものをお示ししていただくと、

こういう学校に進む子にはこういう支援をして

いかなきゃならないんだということを中学校の

段階から先生方も知ることができるんじゃない

かというふうにお話はしているのですけれども、

なかなか東京都のほうも思ったような動きをし

てくださらないことがあって。ですから、タブレ

ットの対応というのは小学校、中学校で終わらず

に、いよいよ来年度から高校でも入ってまいりま

すので、ここでもまた学びというのが途切れない

ようにしていかなければいけないなということ

を私どもも非常に強く感じておりますので、ぜひ

これからもよろしくご指導いただきますように

お願いいたします。 

 皆さん方のほうからよろしいですか。 

 では、これで。ありがとうございました。 

 

○伊東政策経営課長 

 本日はいろいろありがとうございました。 

 本日の会議は以上で終了とさせていただきま

す。ありがとうございました。 


